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An observation of gullies in the south-western Republic of Niger:
examples from three villages (Yonkoto, Balati and Chechegi)
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2 　調査地域と方法














































一年は 6 月～ 9 月の雨季と10月～ 4 月あるいは

























図 3 　ニアメイにおける月降水量（D.M.N., 1996にもとづく）















とは 2 ～ 4 kｍ離れている。


























































　　　　　　　　　　　　　 調査地の位置は図 1 ，地形概要は図 2 参照．
















































写真 1 　ヨンコト村の砂丘斜面の概観（1996年 8 月31日筆者撮影）
観測したガリーの北西側となりの斜面にも小規模なガリーが観察された。雨季の最中にあって，斜面が一面に草本に覆われてい
る。そのなかに灌木（Acacia albida, Anona senegalensis, Balanites aegyptiacaなど）が点在する。































約 9 ｍであった（図 4 ）。主ガリーの 4 地点（ａ
～ｄ）の上端幅と深さは図 4 に示されている。
主ガリー隣の短い小型ガリーでも 2 か所（図 4





















写真 2 　砂丘斜面で観察したガリーの頭部，ヨンコト村（1996年 8 月15日筆者撮影）
ガリー頭部のａ地点（図 4 ）の様子。この地点は平らな砂丘頂から砂丘斜面へと移行する傾斜変換部（斜面の肩）にあたる。















































































































4 ． 2 ．ガリー浸食に関する住民からの聴きとり
バラティ村のガリーに関しては，地元住民に
対して聴きとり調査をおこなっていない。
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写真 7 　ガリーに沿って生育する樹木，バラティ村（1996年 8 月15日筆者撮影）
写真前景にAcacia sp., Calotropis proceraが，写真中央の中景には背の高いユーカリがみえる。この場所を数10ｍにわたって観察し
た結果が図 5 に示されている。
写真 6 　屋敷からの排水流跡に形成されたリル，バラティ村（1996年 8 月15日筆者撮影）
リルは道路中央を穿つガリ （ー写真左側）に合流する。写真中央にハンマーが写っている。屋敷囲いの壁の下部に排水口がみえる。
図 5 　バラティ村のガリー縦断形（1996年 8 月15日の現場での目視によるスケッチ）
Calotropis proceraは先駆種として自然に侵入し，一方のAcacia sp.は人間によって植えられた可能性が高い（本文および写真 7 参照）。
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5 　チェチェギ村での観察














































― 167 ―― 166 ― 流通経済大学論集　Vol.47, No.4
(448)
図 6 　チェチェギ村のガリー（おもに1996年 8 月と 9 月の現地観察と簡易測量にもとづく）




表 2 　チェチェギ村のガリー頭部の横断形（1996年 8 月31日の計測にもとづく）







a 4.5 1.0 2.5 1.8
b 8.0 2.0 3.5 3.7
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Acacia albidaである（図 6 ）。観測したガリー
下流部のガリー床には，1996年の観察時に，と
うじんびえが育っていた。



































































凡例　 1 ：ビニル破片　 2 ：土器片
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